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評定結果 

 標記共住区画貫通配管等は、別記評定報告書記載の評定条件の範囲内で使用する場合において、

「特定共同住宅等の住戸等の床又は壁並びに当該住戸等の床又は壁を貫通する配管等及びそれらの

貫通部が一体として有すべき耐火性能を定める件」（平成17年消防庁告示第4号）に規定する耐火性

能を有しているものと認められる。 

 対象：壁 



 2 

別記 

 

Ⅰ．評定概要 

１ 構造及び材料 

⑴ 構造 

熱膨張性耐火シートは、熱膨張性シートの表面にアルミニウム箔張ガラスクロス（アルミ

ニウム箔にガラスクロスを接着）を積層したものであり、その構造を図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

図－１ 熱膨張性耐火シートの構造 

 

     熱膨張性耐火シートの寸法は、次のとおりである。 

      厚さ    ： 0.59～2.65mm 

      幅     ： 20mm以上 

 

 

⑵ 材料等 

ア 熱膨張性シート 

(ｱ) 熱膨張性シートの組成 

無機成分： 炭酸カルシウム   26.3±5（%） 

ポリりん酸アンモニウム  26.3±5（%） 

  水酸化アルミニウム   13.2±3（%） 

  熱膨張性黒鉛     8.0±2（%） 

有機成分： ポリブテン    13.1±3（%） 

  ブチルゴム    11.0±2（%） 

  石油樹脂    2.1±0.4（%） 

(ｲ) 熱膨張性シートの寸法 

厚さ ： 0.5～2.4㎜ 

幅  ： 20㎜以上 

(ｳ) 熱膨張性シートの物理的性質 

 

 

 

 

 

項目 特性値 試験条件 

膨張開始温度 200℃ 加熱温度を50℃単位で上昇 

膨張倍率 7倍以上 600℃で10分間加熱 

引張伸度 400% JIS K 6301に準拠 

引張弾性率 90N/ｃ㎡ JIS K 6301に準拠 

90度剥離力 

（対亜鉛鋼板） 
10N/25㎜ JIS Z 0237に準拠 

熱膨張性シート(0.5～2.4)

アルミニウム箔張
ガラスクロス(0.09～0.25)

熱膨張性シート(0.5～2.4)

アルミニウム箔張
ガラスクロス(0.09～0.25)
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イ アルミニウム箔張ガラスクロス 

(ｱ) アルミニウム箔張ガラスクロスの構成 

アルミニウム箔／接着剤／ガラスクロス 

・アルミニウム箔(JIS H 4160) 

  厚さ ： 0.02mm 

・接着剤(アクリル樹脂系) 

  質量 ： 7g/ｍ２(固) 

・ガラスクロス(JIS R 3414、EP11E) 

  厚さ ： 0.13mm 

(ｲ) アルミニウム箔張ガラスクロスの寸法 

厚さ ： 0.09～0.25㎜ 

幅  ： 20㎜以上 

 

 

 

ウ 耐熱シール材 

(ｱ) 耐熱シール材の材質 

材質：ポリオレフィン系バインダー入無機質充填材 
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２ 配電管等 

壁を貫通させる配電管等の種類、本数及び仕様（形状、寸法等）は次のケース１又はケース

２のとおりとする。 

 

⑴ ケース１ 

ア 配電管等 

・配電管 

合成樹脂製可とう電線管（CD管）                    １本 

挿入電線 600V架橋ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル（CET） １条 

・電気配線 

600V架橋ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル（CET）      １条 

制御用ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル           １条 

耐熱性ポリエチレン絶縁電線                      １条 

光ファイバーケーブル                         １条 

 

イ 配電管等の仕様 

 

合成樹脂製可とう電線管 CD管 JIS C 8411 外径  48.0mm以下 

600V架橋ポリエチレン絶縁 

ポリエチレンシースケーブル 
CET/F 38 JIS C 3605 外径 13.5mm以下 

制御用ポリエチレン絶縁 

ポリエチレンシースケーブル 
CEE/F 10×1.25 JIS C 3401 外径 15.5mm以下 

耐熱性ポリエチレン絶縁電線 IE/F 14 JIS C 3612 外径  6.8mm以下 

光ファイバーケーブル FSTKG5S/6L - 外径  8.0mm以下 

       

 

⑵ ケース２ 

ア 配電管等 

・配電管 

合成樹脂製可とう電線管（PF管）                   １本 

挿入電線等 制御用ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル    １条 

着色識別ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル      １条 

耐火電線                        １条 

発泡ポリエチレン絶縁ビニルシース同軸ケーブル      １条 

光ファイバーケーブル                  １条 

・電気配線 

600V架橋ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル（CVT）      １条 

制御用ビニル絶縁ポリエチレンシースケーブル             １条 
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600Vビニル絶縁電線                          １条 

光ファイバーケーブル                        １条 

 

イ 電線管等の仕様 

 

合成樹脂製可とう電線管 PF管 JIS C 8411 外径 45.5mm以下 

600V架橋ポリエチレン絶縁 

ビニルシースケーブル 
CVT 38 JIS C 3605 外径 13.5mm以下 

制御用ビニル絶縁 

ポリエチレンシースケーブル 
CVV 10×1.25 JIS C 3401 外径 15.5mm以下 

600Vビニル絶縁電線 IV 14 JIS C 3307 外径  7.6mm以下 

制御用ポリエチレン絶縁 

ポリエチレンシースケーブル 
CEE/F 10×1.25 JIS C 3401 外径   15.5mm以下 

着色識別ポリエチレン絶縁 

ビニルシースケーブル 
EM-FCPEE 10P×0.9 JCS 5421 外径   10.5mm以下 

耐火電線 EM-FP 2C×φ1.2 JCS 4506 外径7.0×11.0以下 

発泡ポリエチレン絶縁ビニル

シース同軸ケーブル 
EM-S-7C-FB JCS 5423 外径   10.2mm以下 

光ファイバーケーブル FSTKG5S/6L - 外径  8.0mm以下 
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３ 電気配線等の詳細 

⑴ 合成樹脂製可とう電線管 

ア ＣＤ管(JIS C 8411) 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
イ ＰＦ管(JIC C 8411) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 600V架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル（JIS C 3605）  CVT 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 600V架橋ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル（JIS C 3605）  CET/F 

 

 

 

 

 

呼び径 外径(mm) 外径の許容差(mm) 参考内径(mm) 

４２以下 ４８．０以下 ±０．５０ ４２．０以下 

呼び径 外径(mm) 
外径の 

許容差(mm) 

参考 

内径(mm) 

３６以下 ４５．５以下 ±０．５０ ３６．０以下 

導体断面積(mm２) 仕上外径(mm) 

３８以下 １３．５以下 

導体断面積(mm２) 仕上外径(mm) 

３８以下 １３．５以下 

絶縁体導体

ビニルシース

絶縁体導体

ポリエチレンシース
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⑷ 制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル (JIS C 3401)  CVV  

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

⑸ 制御用ポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーブル(JIS C 3401)  CEE/F 

 

 

 

 

 

線心数 導体断面積(mm２) 仕上外径(mm) 

１０以下 １．２５以下 １５．５以下 

 

 

 

⑹ 600Vビニル絶縁電線 (JIS C 3307)  IV 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 耐熱性ポリエチレン絶縁電線(JIS C 3612)  IE/F 

 

 

 

 

 

 

線心数 導体断面積(mm２) 仕上外径(mm) 

１０以下 １．２５以下 １５．５以下 

導体断面積（mm２） 仕上外径(mm) 

１４以下 ７．６以下 

導体断面積（mm２） 仕上外径(mm) 

１４以下 ６．８以下 

導体 絶縁体

ビニルシース

導体 絶縁体

ポリエチレンシース

導体

絶縁体

導体

絶縁体



 8 

 

⑻ 着色識別ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル(JCS 5421)  EM-FCPEE 

 

 

 

 

 

 

線心数 導体断面積(mm２) 仕上外径(mm) 

２０以下 ０．９以下 １０．５以下 

 

 
 

⑼ 耐火電線 (JCS 4506)  EM-FP 

 

 

 

 

 

線心数 導体外径(mm) 仕上外径(mm) 

２C以下 １．２以下 ７．０×１１．０以下 

 

 

 

⑽ 発泡ポリエチレン絶縁ビニルシース同軸ケーブル(JCS 5423)  EM-S-C-FB 

 

 

 

 

 

 

 

⑾ 光ファイバーケーブル FSTKG5S/6L 
 

 
 
 
 

記号 仕上外径(mm) 

EM-S-7C-FB １０．２以下 

仕上外径(mm) 

８．０以下 

導体 絶縁体

ポリエチレンシース

絶縁体導体

ポリエチレンシース

絶縁体導体

ポリエチレンシース

補強繊維

光ファイバー心線

シース
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４ 施工仕様 

鉄筋コンクリート、又は軽量気泡コンクリートからなる壁に次のとおりの施工を行う。 

⑴ 施工手順 

ア 開口部の設置 

電気配線等が貫通する位置にあらかじめ開口部を設ける（直径１１０㎜以下）。 

イ 電気配線等を通線する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 開口部の埋め戻し 

隙間を耐熱シール材で密に充てんする（厚さ50mm以上）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円形開口部壁

電線管

電気配線等

円形開口部壁

電線管

電気配線等

耐熱シール材壁 耐熱シール材壁
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エ 熱膨張性耐火シートの巻き付け 

熱膨張性耐火シートを電線管、CVT及びCETは、単独で、それ以外の電気配線等はまとめ

て、それぞれの根本に１周巻き付ける。熱膨張性耐火シートはあらかじめ所定の長さに裁

断したもの、あるいは、そのままで巻き付ける。 

また、熱膨張性耐火シートの巻き付け開始端と終端とに隙間がないように巻き付ける（熱

膨張性耐火シートが重なってもよい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁
突き付け又は

オーバーラップ

熱膨張性耐火シート

突き付け又は

オーバーラップ

熱膨張性耐火シート
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⑵ 施工図例 

 

 

＜正面図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜断面図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ
1
1
0
以
下

ケーブル

電線管

ケーブル

熱膨張性耐火シート

耐熱シール材

壁面よりはみ出し２０以上

50以上

100以上

電線管

ケーブル

熱膨張性耐火シート

耐熱シール材
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５ 試験結果の概要 

本工法の耐火試験性能については、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

試 験 項 目       試 験 内 容 試 験 結 果 

熱膨張性耐火シートが加熱側に施工 

１ 壁厚   100mm 

２ 壁材質  軽量気泡コンクリート 

３ 開口部  φ110mm 

４⑴ 貫通部  

  CD管             1本 

   ・CET/ F  38mm２           １条 

  CET/F  38mm２                １条 

  IE/F   14mm２                １条 

  CEE/F   10×1.25mm２         １条 

  光ファイバーケーブル          １条 

５ 充填材 耐熱シール材  加熱側50mm 

区画貫通部 の

耐火性能 

（壁） 

熱膨張性耐火シートが加熱側に施工 

１ 壁厚   100mm 

２ 壁材質  軽量気泡コンクリート 

３ 開口部  φ110mm 

４⑵ 貫通部  

  PF管                1本 

   ・CEE/F 10×1.25mm２       １条 

   ・EM-FCPEE 10P×0.9mm２      １条 

   ・EM-FP 2C×φ1.2mm       １条 

   ・EM-S-7C-FB           １条 

   ・光ファイバーケーブル      １条 

  CVT  38mm２            １条 

  IV   14mm２            １条 

  CVV   10×1.25mm２         １条 

  光ファイバーケーブル                １条 

５ 充填材 耐熱シール材  加熱側50mm 

１時間耐火良 
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試 験 項 目       試 験 内 容 試 験 結 果 

熱膨張性耐火シートが非加熱側に施工 

１ 壁厚   100mm 

２ 壁材質  軽量気泡コンクリート 

３ 開口部  φ110mm 

４⑴ 貫通部  

  CD管               1本 

   ・CET/ F  38mm２       １条 

  CET/F  38mm２               １条 

  IE/F   14mm２               １条 

  CEE/F   10×1.25mm２             １条 

  光ファイバーケーブル             １条 

５ 充填材 耐熱シール材  非加熱側50mm 

区画貫通部 の

耐火性能 

（壁） 

熱膨張性耐火シートが非加熱側に施工 

１ 壁厚   100mm 

２ 壁材質  軽量気泡コンクリート 

３ 開口部  φ110mm 

４⑵ 貫通部  

  PF管                1本 

   ・CEE/F 10×1.25mm２       １条 

   ・EM-FCPEE 10P×0.9mm２      １条  

   ・EM-FP 2C×φ1.2mm       １条 

   ・EM-S-7C-FB           １条 

   ・光ファイバーケーブル      １条 

  CVT  38mm２                       １条 

  IV   14mm２                       １条 

  CVV   10×1.25mm２                  １条 

  光ファイバーケーブル                １条 

５ 充填材 耐熱シール材 非加熱側50mm 

１時間耐火良 
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Ⅱ．評定条件 

１ 施工上の条件 

⑴ 共住区画を構成する壁を電気配線等が貫通する部位に適用すること。 

⑵ 貫通部の穴の大きさ及び形状は、直径が110mm以下の円形であること。 

⑶ 電気配線等を貫通するために区画に設ける穴相互の離隔距離は、200mm以上であること。 

ただし、住戸等と共用部分との間の耐火構造の壁にあっては、適用しない。 

⑷ 開口部を貫通する電気配線等は、「Ⅰ.評定概要 ２. 配電管等」に記するところによるも

のであること。 

⑸ 熱膨張性耐火シート巻き付け開始端と終端とに隙間がないように巻き付けること。 

⑹ 厚さ100mm以上の軽量気泡コンクリート又は鉄筋コンクリートの壁に適用すること。 

⑺ 共住区画を構成する壁が軽量気泡コンクリートにあっては、貫通部が目地部に位置しない

ように施工すること。 

⑻ 貫通部は、施工仕様に基づく詳細な施工方法に関するマニュアルにより施工すること。  

 

２ 品質管理上の条件 

熱膨張性耐火シートを600℃で10分間加熱したときの膨張倍率が7倍以上であることを製造

ロットごとに確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 


